
(2)図書・備品・施設等寄附
i.就職支援室の「就活手帳」制作を支援します。

(3)産官学連携・社会連携協力
i.各支部活動を通じて社会連携 。地域貢献協力します。

(4)広報・PR・ 支援・協力要請活動
i.ホームカミングデーを大阪以外で開催される場合、全面的に支援します。       _
1。 同窓会報「有恒」、P、 メールマガジンにて、大学広報 。大学からの協力要請を支援しま
丸

(5)五代友厚伝 (仮称)出版
i.五代友厚公を大阪市立大学卒業生ばかりでなく、多くの方々に知っていただくべく「五代友
厚友厚伝J(仮称)出版に着手します。※五代 PJ会計

3.卒業生支援

(1)醸 営

i.ス タッフのサービスカ向上に努めます。
五.会員個人情報管理システムの精度向上に努め、継続して個人情条保護指針遵守を徹底します。

(2)新支部、世代別集レ増り設拡大
i.31番目となる北河内支部創設、並びに長崎、熊本等での新支部設立の動きを支援します。
五.各支部あるいは支部合同で新たに開催される新卒生歓迎パーティ (大阪・兵庫・京滋・奈良・
東海・東京)を全面的に支援します。

Ⅱ.平成世代卒業生 (平成元年以降の卒業者)が同窓会に馴染んでいただく、魅力を感じるよう
な取り組みにチャレンジします。

(3)談話室 (文交センター)・ 同窓会サロン (杉本町)等「交流の場」支援
i.談話室を多くの卒業生に利用していただけるように、卒業生による「個展」等を支援します。
五.同窓会サロン内の開高健本コーナー、五代友厚本等、卒業生ゆかりの書籍 (寄贈)を充実さ
せていきます。

血.要望の多い東京での同窓会サロンを継続して検討していきます。

以 上


